
[JKURUME CAMP 応援校』の取り組み

2021年10月06日

市内小学校・中学校・高校9校が、ケニア共和国とカザフスタン共和国について学習し、応援する IrKURUMECAMP応援
校』として活動しました。

コロナ禍で選手との直接交流ができない中でも、それぞれの学校が工夫をして、両国を応援しました。

両国の選手に、子供たちの想いは伝わり、選手たちは大変喜んでいました!

改めて、応援校の取り組みをご紹介します!

育雄小学枝・ イラストを交えた応鑓フラッグの作成
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水分小学校:ケニア、カザフヌ骨ンについて鶏ベ学習をしました'

大崎小学校・応態フラッグの作成と和太蛍演奏の応態動画作成

川会小学校・応態フラッグ作成とオンライン交流

特日IJ支録中学絞・オリジナJ~の応態フラッグを持って練習見学

三瀦高校・応態フラッグ作成

鳥飼小学校 :英語、 スワヒリ語、カザフス骨ン諺でのメッセージを書
いた応媛フラッグの作成
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水分小学校 :応媛フラッグの作成

応緩動画は、選手の食事中に上映しました 1

避島小学校 : 地形をイメージしたオリジナJ~デザインの応鍛フラッグ
の作成
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特別5>.簸中学校:練習見学後は、宿泊会場にも飾りました !

久留米信建中学校・高校:応滋フラッグ作成

ラグビ一女子子ームからは、日本式の『お辞儀』で久留米の応肢に対して感謝の言繋が述べられました!


